








研究目的

　遺伝性筋萎縮症マウスの進行性筋ジストロフィー症に対する疾患モデルとし

ての有用性を多角的に開発する目的並びに種々の生理学的負荷を疾病マウスに

加える事によって発生する新たな異常点を見出し,そこから疾患の真の成因を

迫求して行く事を目的としてこの研究を進めている.本年度は昨年来行なって

い る 筋 萎 縮 症 マ ウ ス の 血 清 中 に 遊 出 す る α -hydroxybutyrate

dehydrogenase(HBD)及び pyruvate kinase(PK)等の活性変化を症状進行の指標

として種々の生理学的負荷を与えた場合の疾病マウスの反応を調べる試みを更

に発展させ,同時に萎縮筋中のイオン濃度の変化,赤血球膜中の ATPase 活性の

変化,血中ガス分圧の変化等を調べ,血清酵素の漏出する機転と膜透過性の変化

に就いて検討を行なった.


